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『
鶴
林
玉
露
』
著
者
羅
大
経
に
関
す
る
再
考
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
二
十
余
年
前
、
（
雀
者
は
宋
代
の
随
筆
『
鶴
林
玉
露
』
を
校
訂
す
る
際
に
、
「
事
跡
無
考
」
と
い
わ
れ
る
著
者
羅
大
経
を
考
証
し
て
、
「
羅
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
大
経
生
平
事
跡
考
」
（
以
下
は
旧
作
と
略
す
）
を
著
し
、
そ
の
生
涯
の
大
略
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
文
献
を
読
む
中
で
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
新
し
い
史
料
を
発
見
し
、
そ
れ
は
稚
拙
な
旧
作
を
訂
正
・
補
充
で
き
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
以
下
の
補
遺
は
そ
れ
ら
の
新
史
料
を
受
け
て
著
す
も
の
で
あ
る
。
一
　
羅
大
経
晩
年
の
官
職
と
任
期
　
羅
大
経
晩
年
の
官
職
と
任
期
に
つ
い
て
、
か
れ
が
淳
祐
壬
子
（
一
二
五
二
）
に
書
い
た
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
自
序
に
「
余
は
臨
川
郡
の
従
事
と
為
り
、
年
を
逮
え
て
、
考
挙
粗
ぼ
足
れ
る
も
、
侍
御
史
葉
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
瑞
　
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
有
忽
ち
劾
し
、
余
は
官
を
罷
め
さ
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
旧
作
は
こ
れ
を
清
同
治
九
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
臨
川
県
志
』
巻
三
二
職
官
志
の
記
載
と
裏
付
け
て
、
羅
大
経
が
撫
州
軍
事
推
官
を
勤
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
任
期
は
『
臨
川
県
志
』
に
「
淳
祐
間
任
」
と
曖
昧
に
記
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
旧
作
は
羅
大
経
の
淳
祐
壬
子
自
序
に
よ
っ
て
、
か
れ
が
撫
州
軍
事
推
官
を
勤
め
た
期
間
を
淳
祐
十
｝
年
～
十
二
年
（
一
二
五
一
～
一
二
五
二
）
の
間
に
定
め
た
。
し
か
し
実
は
羅
大
経
の
撫
州
軍
事
推
官
勤
務
の
開
始
時
期
は
、
文
献
に
明
確
な
記
事
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
明
弘
治
十
五
年
（
一
五
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
二
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
撫
州
府
志
』
巻
八
公
署
「
軍
事
推
官
題
名
」
の
欄
に
羅
大
経
の
名
前
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
名
前
の
下
に
「
従
事
郎
、
淳
祐
十
↓
年
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
こ
の
『
撫
州
府
志
」
は
散
逸
し
た
宋
代
の
『
臨
川
志
』
に
基
づ
い
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
撫
州
府
志
』
が
巻
頭
に
載
せ
る
、
前
知
州
家
坤
翁
が
威
淳
元
年
（
一
二
六
五
）
に
書
い
た
「
景
定
臨
川
志
序
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
『
撫
州
府
志
』
の
記
王『鶴林玉露』著者羅大経に関する再考137
事
は
信
愚
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
明
確
な
記
載
は
、
旧
作
の
考
証
の
正
確
さ
を
証
明
し
た
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
事
実
も
提
示
し
た
。
つ
ま
り
、
か
ね
て
か
ら
不
明
で
あ
っ
た
羅
大
経
の
寄
禄
官
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
旧
作
は
羅
大
経
の
担
当
し
た
司
法
参
軍
と
軍
事
推
官
と
い
う
職
事
官
か
ら
、
従
八
品
の
官
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
が
、
直
接
の
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
羅
大
経
の
寄
禄
官
は
従
事
郎
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
『
宋
史
』
巻
一
六
九
「
職
官
志
」
に
よ
る
と
、
従
事
郎
は
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
に
設
置
さ
れ
た
選
人
階
官
で
あ
る
。
ま
た
同
書
巻
一
六
九
「
職
官
志
」
に
従
事
郎
は
従
八
品
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
作
で
の
羅
大
経
の
官
品
に
対
す
る
推
測
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
羅
大
経
の
任
期
終
了
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
旧
作
で
は
以
上
に
引
い
た
、
弾
劾
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
い
う
羅
大
経
自
序
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
『
続
資
治
通
鑑
』
と
『
宋
史
』
徐
森
伝
を
調
べ
、
当
時
、
羅
大
経
が
朝
廷
の
左
司
　
　
ア
　
郎
中
徐
森
と
諌
議
大
夫
葉
大
有
と
の
政
治
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
考
証
し
た
。
『
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
徐
森
は
そ
の
政
治
闘
争
に
敗
北
し
て
、
淳
祐
十
二
年
七
月
、
地
方
に
左
遷
さ
れ
て
知
撫
州
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
丁
度
羅
大
経
が
撫
州
軍
事
推
官
を
担
当
す
る
二
年
目
で
あ
っ
た
。
軍
事
推
官
は
幕
職
官
と
し
て
「
郡
政
を
禅
賛
し
て
、
諸
案
の
文
移
を
総
理
し
、
可
否
を
勘
酌
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
以
て
其
の
長
に
白
し
て
之
を
罷
行
す
る
を
掌
る
」
も
の
で
あ
る
。
軍
事
推
官
の
こ
の
よ
う
な
職
掌
は
州
の
長
官
で
あ
る
知
州
と
の
密
接
な
関
係
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
羅
大
経
が
そ
の
政
治
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
最
も
主
要
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
徐
森
が
知
撫
州
と
な
っ
た
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
『
宋
史
』
巻
四
二
五
徐
森
伝
に
「
知
撫
州
と
な
り
、
先
賢
を
祠
り
、
租
賦
を
寛
く
し
、
餓
窮
を
振
い
、
桿
将
を
謙
し
、
営
砦
を
建
つ
。
幾
ん
ど
一
月
に
し
て
、
政
挙
化
行
す
。
言
を
以
て
去
る
。
士
民
道
を
遮
り
、
行
く
を
得
ず
。
瞑
に
及
び
て
、
始
め
て
径
に
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
由
り
て
以
て
出
づ
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
徐
霧
が
中
央
か
ら
追
放
さ
れ
、
撫
州
に
左
遷
さ
れ
て
も
、
政
治
闘
争
の
勝
利
者
で
あ
っ
た
葉
大
有
が
依
然
と
し
て
見
逃
さ
ず
、
さ
ら
に
迫
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
上
記
に
「
幾
ん
ど
一
月
に
し
て
、
…
…
言
を
以
て
去
る
」
と
い
う
原
因
で
あ
る
。
こ
の
「
言
」
は
葉
大
有
の
弾
劾
を
指
す
。
つ
ま
り
羅
大
経
自
序
の
「
侍
御
史
葉
大
有
忽
ち
劾
し
」
と
い
う
由
来
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
徐
森
は
知
撫
州
の
在
任
期
間
は
頗
る
短
く
、
「
幾
ん
ど
一
月
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
徐
森
は
淳
祐
十
二
年
七
月
に
知
撫
州
と
い
う
左
遷
の
任
命
を
得
て
、
任
地
の
遠
近
に
よ
っ
て
一
ヶ
月
か
ら
数
ヶ
月
か
か
る
朝
廷
規
定
許
可
の
赴
任
時
間
を
除
く
と
、
お
お
む
ね
当
年
の
八
、
九
月
に
知
撫
州
に
就
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
徐
森
の
短
い
知
撫
州
の
在
任
期
間
に
上
述
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
心
を
得
る
施
策
を
行
っ
た
。
徐
森
の
施
策
は
軍
事
推
官
で
あ
る
羅
大
経
の
協
力
を
得
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
葉
大
有
が
さ
ら
に
徐
森
を
弾
劾
し
た
と
き
、
羅
大
経
と
い
う
低
い
軍
事
推
官
も
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
　
徐
森
の
知
撫
州
の
離
任
時
期
に
つ
い
て
、
李
之
亮
氏
の
『
宋
両
江
　
　
　
　
　
り
　
郡
守
易
替
考
』
は
『
宋
史
』
徐
森
伝
の
「
宝
祐
元
年
、
差
知
衡
州
」
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と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
、
宝
祐
元
年
に
定
め
た
。
こ
れ
は
適
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
罷
免
離
任
の
時
期
と
再
起
用
の
時
期
は
、
必
ず
し
も
同
時
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
ポ
ス
ト
の
少
な
い
南
宋
時
期
で
は
、
正
常
な
任
期
終
了
に
な
っ
て
も
、
次
の
任
命
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
見
れ
ば
、
徐
森
の
よ
う
な
弾
劾
さ
れ
て
官
を
罷
免
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
任
免
が
す
ぐ
下
る
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
知
撫
州
徐
森
の
罷
免
は
、
羅
大
経
が
「
侍
御
史
葉
大
有
忽
ち
劾
し
」
と
自
序
に
書
い
た
年
の
淳
祐
十
二
年
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
の
罷
免
は
徐
森
の
就
任
し
た
一
、
二
ヶ
月
後
、
つ
ま
り
淳
祐
十
二
年
の
深
秋
の
頃
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
羅
大
経
が
罷
免
さ
れ
て
晩
年
の
隠
遁
生
活
を
始
め
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
「
山
に
還
る
こ
と
数
月
、
丙
編
遂
に
成
り
ぬ
」
と
い
う
羅
大
経
の
『
鶴
林
玉
露
」
丙
編
自
序
は
「
時
宋
淳
祐
壬
子
」
と
記
す
が
、
以
上
の
考
証
に
よ
る
と
、
こ
の
自
序
の
旦
ハ
体
的
な
作
成
時
期
は
淳
祐
十
二
年
の
年
末
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
完
成
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
二
　
羅
大
経
の
父
親
竹
谷
老
人
及
び
家
族
・
後
商
　
『
鶴
林
玉
露
』
に
お
い
て
、
羅
大
経
は
し
ば
し
ば
「
家
君
竹
谷
老
人
」
或
い
は
「
先
君
竹
谷
老
人
」
に
言
及
す
る
。
旧
作
に
「
そ
の
父
は
竹
谷
老
人
と
号
し
、
名
前
は
未
詳
で
あ
っ
た
。
『
吉
水
県
志
』
巻
三
六
儒
林
伝
は
か
れ
を
高
尚
の
士
と
称
す
。
お
そ
ら
く
普
通
の
小
官
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
り
、
郷
里
に
節
操
の
高
尚
と
さ
れ
る
士
人
で
あ
っ
た
」
と
推
測
し
た
。
筆
者
よ
り
も
も
っ
と
詳
し
く
『
鶴
林
玉
露
』
の
版
躰
を
考
証
さ
れ
た
高
橋
良
政
氏
は
「
『
鶴
林
玉
露
』
の
版
本
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
竹
谷
老
人
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
名
は
不
明
で
あ
る
」
と
謎
べ
ら
れ
て
い
る
。
名
前
が
不
明
の
た
め
、
清
人
属
鵬
の
『
宋
詩
紀
事
」
巻
七
二
に
は
『
鶴
林
玉
露
」
か
ら
集
録
し
た
竹
谷
老
人
の
詩
が
直
接
「
羅
竹
谷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
実
際
に
は
竹
谷
老
人
の
名
前
は
、
文
献
で
調
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
代
の
有
名
な
理
学
家
羅
欽
順
（
一
四
六
五
～
一
五
四
七
）
の
文
集
『
整
奄
存
稿
』
巻
九
「
桃
林
羅
氏
重
修
族
譜
序
」
を
調
べ
る
と
、
こ
の
文
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
　
吾
が
羅
氏
の
吾
が
吉
に
在
り
て
族
を
聚
め
て
居
る
者
は
良
に
　
　
少
な
し
と
為
さ
ぬ
。
其
の
世
は
或
い
は
遠
く
、
或
い
は
近
し
。
　
　
著
し
く
天
下
に
聞
か
れ
る
者
、
往
往
に
し
て
之
有
り
。
吉
水
桃
　
　
林
の
族
の
若
き
は
、
其
の
一
な
り
。
…
…
其
の
先
、
蓋
し
唐
の
　
　
吉
州
刺
史
飼
に
出
づ
。
旬
は
官
に
卒
し
、
子
孫
は
遂
に
留
ま
り
　
　
て
盧
陵
を
家
と
す
。
後
に
数
々
伝
わ
り
て
、
三
十
三
承
事
者
有
　
　
り
、
始
め
て
吉
水
に
分
居
す
。
是
れ
今
の
樟
樹
・
下
白
・
竹
渓
・
　
　
桃
林
の
共
祖
と
為
る
。
又
た
後
に
七
世
の
忠
文
と
日
う
は
、
始
　
　
め
て
桃
林
に
分
居
す
。
…
…
宋
の
嘉
定
間
に
在
り
て
竹
谷
老
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
茂
良
な
る
者
有
り
、
実
に
始
め
て
譜
を
作
れ
り
。
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
竹
谷
老
人
の
名
前
は
茂
良
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
、
で
は
こ
の
羅
茂
良
は
果
た
し
て
羅
大
経
の
父
親
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
嘉
定
間
（
一
二
〇
八
～
一
二
二
四
）
と
い
う
時
期
の
座
標
軸
は
、
羅
大
経
の
生
涯
と
矛
盾
し
な
い
。
旧
作
で
王『鶴林玉露』著者羅大経に関する再考139
推
定
し
た
羅
大
経
の
生
年
は
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
定
間
の
羅
大
経
は
十
代
～
二
十
代
に
あ
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
期
的
に
問
題
が
な
い
と
は
い
え
、
た
だ
こ
の
孤
立
し
た
一
条
だ
け
を
以
て
立
証
す
る
と
な
る
と
、
や
は
り
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
幸
い
に
し
て
、
羅
欽
順
よ
り
時
代
の
早
い
明
初
の
著
名
な
文
人
楊
士
奇
（
一
三
六
五
～
一
四
四
四
）
の
文
集
『
束
里
集
』
巻
一
「
翠
笏
楼
記
」
に
、
証
左
と
な
る
文
字
が
見
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
文
に　
　
　
吉
水
の
東
、
桐
江
の
上
、
其
の
地
は
竹
多
し
。
其
の
里
竹
渓
　
　
と
名
つ
く
。
里
の
望
は
羅
氏
と
為
す
。
羅
氏
の
秀
に
同
倫
と
日
　
　
う
ひ
と
有
り
、
竹
を
尤
も
篤
く
好
む
。
…
…
羅
氏
、
邑
の
故
家
　
　
な
り
。
始
め
て
印
岡
自
り
桃
林
に
徒
る
。
又
た
桃
林
自
り
竹
渓
　
　
に
徒
る
。
吾
、
聞
く
に
、
宋
に
竹
谷
老
人
と
号
す
る
者
有
り
、
　
　
高
尚
絶
俗
の
士
な
り
。
子
の
大
経
及
び
其
の
弟
応
雷
、
皆
な
理
　
　
宗
朝
の
進
士
た
り
。
大
経
の
著
書
は
鶴
林
玉
露
の
世
に
伝
わ
る
　
　
も
の
有
り
、
文
献
代
々
に
徴
む
に
足
る
有
り
。
…
…
同
倫
、
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
谷
の
九
世
孫
、
鶴
林
に
八
世
と
為
る
。
と
あ
る
。
こ
の
文
に
は
桃
林
の
竹
谷
老
人
を
『
鶴
林
玉
露
』
の
著
者
羅
大
経
と
直
接
に
つ
な
げ
て
、
羅
大
経
を
竹
谷
老
人
の
子
と
明
言
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
欽
順
『
整
奄
存
稿
』
の
「
桃
林
羅
氏
重
修
族
譜
序
」
で
の
「
竹
谷
老
人
茂
良
」
は
ま
さ
に
羅
大
経
の
父
親
羅
茂
良
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
竹
谷
老
人
の
名
前
を
羅
茂
良
と
す
る
新
た
な
手
掛
か
り
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
宋
代
の
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
、
結
果
、
南
宋
の
人
胡
知
柔
が
編
集
し
た
『
象
台
首
末
』
の
巻
三
に
「
竹
谷
羅
茂
良
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
「
竹
谷
羅
茂
良
」
の
名
前
の
下
に
二
首
の
詩
も
発
見
さ
れ
た
。
詩
は
次
の
よ
う
に
　
　
好
読
床
頭
易
一
編
、
盈
虚
消
長
総
天
然
。
岬
蝶
歯
頬
皆
氷
雪
、
　
　
肯
伯
炎
方
有
痛
姻
。
　
　
頻
寄
書
来
洗
我
愁
、
莫
言
無
雁
到
南
州
。
長
相
思
外
加
餐
飯
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
記
取
承
君
旧
話
頭
。
と
あ
る
。
こ
の
二
首
の
詩
は
『
鶴
林
玉
露
」
の
甲
編
巻
六
「
象
郡
送
行
詩
」
の
条
に
も
見
え
る
が
、
個
別
の
文
字
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
お
い
て
、
「
盈
虚
消
長
」
の
「
長
」
は
「
息
」
と
作
り
、
「
頻
寄
書
来
」
の
「
来
」
は
「
回
」
と
作
り
、
「
記
取
承
君
」
の
「
記
」
は
「
計
」
と
作
る
。
こ
の
文
字
の
異
同
は
、
さ
ら
に
『
象
台
首
末
」
の
記
録
の
真
実
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
象
台
首
末
』
に
載
せ
る
詩
は
、
『
鶴
林
玉
露
」
か
ら
転
写
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
嘉
定
十
七
年
（
一
二
二
四
）
、
南
宋
寧
宗
の
病
死
後
、
独
裁
の
宰
相
史
弥
遠
は
既
定
の
皇
位
継
承
者
で
あ
る
寧
宗
の
養
子
趙
肱
を
廃
し
て
済
王
と
し
、
別
の
皇
族
趙
胸
、
つ
ま
り
宋
理
宗
を
擁
立
し
た
。
翌
年
、
あ
る
突
発
的
事
件
を
借
り
て
史
弥
遠
は
さ
ら
に
済
王
を
自
殺
ま
で
に
追
い
や
っ
た
。
当
時
の
大
理
評
事
胡
夢
呈
は
こ
の
済
王
事
件
を
も
っ
て
、
上
奏
し
て
専
権
の
史
弥
遠
を
非
難
し
た
。
結
果
と
し
て
胡
夢
豆
は
史
弥
遠
に
よ
り
象
州
（
今
の
広
西
象
州
県
）
に
追
放
さ
れ
、
そ
の
地
で
死
ん
だ
。
当
時
、
多
く
の
朝
野
の
士
大
夫
が
胡
夢
笠
の
た
め
に
不
平
を
な
ら
し
て
、
詩
文
を
書
い
て
胡
夢
翌
を
顕
彰
し
て
い
る
。
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胡
夢
翌
の
名
誉
が
回
復
さ
れ
た
後
、
そ
の
子
胡
知
柔
は
胡
夢
豊
の
上
奏
始
末
と
士
大
夫
の
関
係
詩
文
を
、
『
象
台
首
末
』
と
い
う
書
に
編
集
し
た
。
　
羅
大
経
と
同
じ
く
、
胡
夢
翌
も
江
西
吉
水
の
人
で
あ
り
、
羅
大
経
の
父
親
羅
茂
良
と
同
輩
の
友
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
胡
夢
翌
事
件
を
め
ぐ
る
詩
文
や
出
来
事
も
『
鶴
林
玉
露
』
の
甲
編
巻
六
「
象
郡
送
行
詩
」
と
乙
編
巻
二
「
天
佑
忠
賢
」
の
条
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
胡
知
柔
が
編
纂
し
た
『
象
台
首
末
』
に
収
録
さ
れ
る
竹
谷
羅
茂
良
の
詩
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
で
裏
付
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
記
す
「
竹
谷
羅
茂
良
」
と
い
う
名
前
も
又
、
前
述
し
た
明
人
羅
欽
順
の
「
桃
林
羅
氏
重
修
族
譜
序
」
に
お
け
る
「
宋
の
嘉
定
間
に
在
り
て
竹
谷
老
人
茂
良
な
る
者
有
り
」
と
い
う
記
事
で
裏
付
け
ら
れ
る
。
　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
羅
大
経
の
父
親
竹
谷
老
人
の
名
前
は
羅
茂
良
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
実
不
動
な
事
実
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
意
外
な
収
穫
と
し
て
、
以
上
に
引
い
た
楊
士
奇
の
「
翠
笏
楼
記
」
申
の
文
字
か
ら
、
羅
大
経
の
兄
弟
に
関
す
る
情
報
も
得
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
大
経
に
は
羅
応
雷
と
名
付
け
ら
れ
た
弟
が
い
た
こ
と
、
ま
た
兄
弟
二
人
が
と
も
に
理
宗
朝
に
進
士
第
に
登
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
上
述
し
た
楊
士
奇
の
竹
谷
老
人
と
羅
大
経
と
の
関
係
に
関
す
る
叙
述
に
信
愚
性
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
文
章
に
あ
る
羅
大
経
兄
弟
に
関
す
る
記
事
も
架
空
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
清
雍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
正
十
年
編
纂
さ
れ
た
『
江
西
通
志
』
に
も
こ
の
羅
応
雷
の
記
事
が
み
つ
か
っ
た
。
巻
五
十
一
選
挙
志
の
「
宝
慶
元
年
乙
酉
解
試
」
の
欄
と
「
宝
慶
二
年
丙
戌
王
会
竜
榜
」
の
欄
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
羅
応
雷
」
の
名
前
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ニ
ヵ
所
の
名
前
の
下
に
は
「
吉
水
人
」
と
い
う
割
注
が
と
も
に
付
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
羅
応
雷
が
楊
士
奇
が
い
う
羅
大
経
の
弟
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
江
西
通
志
』
の
記
載
か
ら
、
羅
応
雷
が
宝
慶
元
年
の
解
試
合
格
者
、
翌
年
の
進
士
合
格
者
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
旧
作
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
羅
大
経
も
宝
慶
二
年
の
進
士
合
格
者
で
あ
っ
た
。
確
か
に
『
江
西
通
志
』
の
「
宝
慶
二
年
丙
戌
王
会
竜
榜
」
の
欄
に
は
、
羅
応
雷
の
名
前
の
次
に
、
も
う
一
人
お
い
て
、
羅
大
経
と
い
う
名
前
も
見
え
る
。
　
羅
大
経
の
後
商
と
し
て
、
楊
士
奇
の
「
翠
筍
楼
記
」
は
八
代
目
で
あ
る
「
同
倫
」
と
い
う
人
に
ふ
れ
た
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
さ
ら
に
明
人
金
幼
孜
（
＝
三
ハ
八
～
一
四
三
二
）
の
『
金
文
靖
集
』
巻
九
「
羅
庭
士
道
暉
墓
誌
銘
」
に
「
同
倫
」
と
い
う
人
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
倫
は
字
で
あ
り
、
名
は
羅
郵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
羅
庭
士
道
暉
墓
誌
銘
」
の
記
録
を
、
上
述
し
た
明
人
羅
欽
順
の
「
桃
林
羅
氏
重
修
族
譜
序
」
お
よ
び
楊
士
奇
の
「
翠
笏
楼
記
」
と
参
照
す
る
と
、
唐
代
か
ら
明
代
前
期
に
至
る
羅
大
経
の
一
族
の
簡
略
な
系
図
が
ス
ケ
ッ
チ
で
き
る
。
　
　
　
　
　
始
祖
羅
山
則
（
祖
先
は
銭
塘
よ
り
豫
章
に
遷
り
て
飼
に
至
り
、
に
吉
州
刺
史
を
勤
め
、
盧
陵
の
印
岡
に
定
住
）
　
　
↑
　
　
　
　
　
ゆ
　
三
世
羅
従
隠
唐
末
王『鶴林玉露』著者羅大経に関する再考141
　
　
↑
四
世
羅
議
（
三
十
三
承
事
と
称
す
、
吉
水
の
桃
林
に
遷
る
。
）
　
　
↑
六
世
羅
彦
真
　
　
↑
七
世
羅
忠
文
（
桃
林
に
残
り
、
桃
林
羅
氏
と
な
る
）
・
羅
懊
文
（
居
里
の
竹
渓
に
遷
り
、
竹
渓
羅
氏
と
な
る
）
　
　
↑
八
世
羅
茂
良
（
竹
谷
老
人
、
宋
嘉
定
間
の
人
）
　
　
↑
九
世
羅
大
経
（
字
は
景
輪
）
・
羅
応
雷
　
　
↑
十
三
世
羅
伯
通
（
通
渓
先
生
）
　
　
↑
十
四
世
羅
与
立
（
郷
挙
を
以
て
、
順
元
路
学
正
を
授
か
る
）
　
　
↑
十
五
世
羅
道
暉
（
流
刑
に
処
さ
れ
、
遼
陽
に
没
。
元
至
正
二
年
～
明
洪
武
二
十
年
）
　
　
↑
一
六
世
羅
舞
（
字
は
同
倫
）
・
羅
載
・
羅
実
・
羅
直
　
羅
氏
の
族
系
図
を
整
理
す
る
中
で
、
羅
大
経
の
一
族
の
状
況
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
宗
族
の
繁
栄
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
の
吉
水
桃
林
羅
氏
の
一
族
は
、
お
お
む
ね
七
世
代
の
こ
ろ
、
四
つ
に
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
系
図
の
桃
林
羅
氏
と
竹
渓
羅
氏
の
ほ
か
、
羅
欽
順
の
「
桃
林
羅
氏
重
修
族
譜
序
」
に
よ
る
と
、
ま
た
樟
樹
羅
氏
と
下
白
羅
氏
と
い
う
二
つ
の
分
枝
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
よ
そ
南
宋
初
年
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
系
で
数
え
て
み
る
と
、
羅
懊
文
は
羅
大
経
の
祖
父
、
羅
茂
良
の
父
親
で
あ
り
、
竹
渓
羅
氏
の
始
祖
で
あ
る
。
三
　
羅
大
経
の
交
遊
　
羅
大
経
の
交
遊
に
つ
い
て
は
旧
作
で
は
あ
ま
り
重
点
を
置
か
ず
、
わ
ず
か
に
触
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
言
及
が
あ
る
羅
大
経
自
ら
が
接
し
た
人
物
を
、
史
料
の
記
録
の
範
囲
内
で
考
証
し
て
み
た
い
。
　
（
一
）
　
同
郷
関
係
者
　
1
　
楊
万
里
　
楊
万
里
（
＝
二
七
～
一
二
〇
六
）
、
字
は
廷
秀
、
号
は
誠
斎
。
紹
興
二
十
四
年
（
＝
五
四
）
の
進
士
、
官
は
秘
書
監
に
至
っ
た
。
有
名
な
詩
人
と
し
て
、
陸
遊
・
萢
成
大
・
尤
裏
と
並
ん
で
、
南
宋
文
壇
の
四
大
家
と
称
さ
れ
る
。
伝
は
『
宋
史
』
巻
四
三
三
儒
林
伝
に
見
え
る
。
楊
万
里
は
羅
大
経
と
同
じ
く
、
盧
陵
吉
水
の
人
で
あ
る
。
同
じ
郷
里
の
有
名
人
と
し
て
、
少
年
時
代
に
は
、
羅
大
経
は
す
で
に
楊
万
里
と
接
し
て
い
る
。
旧
作
の
考
証
に
よ
る
と
、
楊
万
里
は
羅
大
経
よ
り
約
二
世
代
年
上
で
あ
り
、
つ
ま
り
羅
大
経
の
父
羅
茂
良
は
楊
万
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里
の
門
人
に
あ
た
る
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
四
「
月
下
伝
杯
詩
」
の
条
に
「
余
、
年
十
許
歳
の
時
、
家
君
竹
谷
老
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
人
に
侍
り
て
、
誠
斎
に
謁
す
」
と
述
べ
る
。
『
鶴
林
玉
露
』
に
は
、
羅
大
経
自
ら
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
楊
万
里
の
詩
文
・
言
論
や
逸
事
な
ど
を
記
録
す
る
箇
所
が
非
常
に
多
く
、
三
七
条
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
項
目
を
以
下
に
並
べ
て
、
こ
の
楊
万
里
研
究
の
一
次
史
料
を
参
考
に
供
す
る
。
甲
編
巻
一
「
誠
斎
謁
紫
巖
」
、
甲
編
巻
三
「
徳
行
科
」
、
甲
編
巻
三
「
干
宝
」
甲
編
巻
四
「
透
脱
」
、
甲
編
巻
四
「
誠
斎
退
休
」
、
甲
編
巻
四
「
清
廉
」
、
甲
編
巻
四
「
西
湖
長
」
、
甲
編
巻
四
「
陸
放
翁
」
、
甲
編
巻
四
「
戒
色
」
、
甲
編
巻
五
「
飢
寒
」
、
甲
編
巻
五
「
鴎
雁
」
、
甲
編
巻
六
「
太
子
参
決
」
、
甲
編
巻
六
「
南
軒
諌
虞
丞
相
」
、
乙
編
巻
一
コ
局
宗
配
享
」
、
乙
編
巻
一
「
詩
互
体
」
、
乙
編
巻
一
「
住
山
僧
」
、
乙
編
巻
二
「
楊
太
真
」
、
乙
編
巻
二
「
遷
諦
量
移
」
、
乙
編
巻
二
「
齊
人
帰
女
楽
」
、
乙
編
巻
二
「
贈
頭
陀
詩
」
、
乙
編
巻
三
「
以
学
為
詩
」
、
乙
編
巻
四
「
月
下
伝
杯
詩
」
、
乙
編
巻
四
「
雍
公
薦
士
」
、
乙
編
巻
五
「
就
斎
詩
」
、
乙
編
巻
五
「
初
伸
巫
謁
郡
」
、
乙
編
巻
五
「
二
老
相
訪
」
、
乙
編
巻
五
「
識
字
」
、
乙
編
巻
六
「
信
美
楼
記
」
、
丙
編
巻
二
「
姜
白
石
」
、
丙
編
巻
三
「
以
俗
為
雅
」
、
丙
編
巻
四
「
酒
有
和
勤
」
、
丙
編
巻
四
「
志
士
死
飢
寒
」
、
丙
編
巻
四
「
淳
煕
盛
事
」
、
丙
編
巻
四
「
誠
斎
夫
人
」
、
丙
編
巻
六
「
尤
楊
雅
認
」
、
丙
編
巻
六
「
詩
不
拘
韻
」
、
丙
編
巻
六
「
風
水
」
。
2
　
楊
長
儒
楊
長
儒
、
字
は
伯
子
、
号
は
東
山
潜
夫
、
楊
万
里
の
長
男
。
蔭
補
を
以
て
入
官
し
て
、
知
南
昌
県
．
知
湖
州
．
（
椥
広
州
．
福
建
安
撫
使
な
ど
を
歴
任
し
、
清
廉
潔
白
な
評
判
が
あ
る
。
宋
寧
宗
が
か
つ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ね
「
銭
を
要
せ
ず
、
是
れ
好
官
な
り
」
と
楊
長
儒
を
評
価
し
た
。
後
に
直
敷
文
閣
を
授
か
り
、
集
英
殿
修
撰
を
も
っ
て
致
仕
し
た
。
楊
長
儒
は
羅
大
経
の
父
羅
茂
良
と
同
輩
の
友
人
で
あ
っ
た
。
『
鶴
林
玉
露
』
甲
編
巻
四
「
清
廉
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
羅
茂
良
は
か
つ
て
福
建
安
撫
使
を
担
当
す
る
楊
長
濡
と
一
緒
に
福
建
に
行
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
条
に
は
楊
長
儒
が
羅
茂
良
に
贈
っ
た
詩
を
も
記
録
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
お
　
『
淳
煕
三
山
志
』
巻
二
二
の
記
述
に
よ
り
、
楊
長
儒
は
嘉
定
十
三
年
（｝
�
�
Z
）
六
月
二
十
六
日
に
福
建
安
撫
使
・
知
福
州
に
着
任
し
た
が
、
僅
か
数
ヵ
月
を
経
て
同
年
の
十
月
十
一
日
に
奉
祠
と
い
う
形
で
退
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
行
し
た
羅
茂
良
の
福
建
に
行
っ
た
年
は
嘉
定
十
三
年
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
『
象
台
首
末
』
巻
三
に
羅
茂
良
の
詩
を
収
録
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
楊
長
儒
の
詩
も
二
首
見
ら
れ
る
。
『
鶴
林
玉
露
』
で
は
、
甲
編
巻
四
「
清
廉
」
、
甲
編
巻
四
「
蝶
粉
蜂
黄
」
、
乙
編
巻
一
「
高
宗
配
享
」
、
乙
編
巻
四
「
文
章
邪
正
」
、
乙
編
巻
五
「
肴
核
対
答
」
、
乙
編
巻
五
「
初
牌
巫
謁
郡
」
、
乙
編
巻
五
「
二
老
相
訪
」
、
丙
編
巻
二
「
文
章
有
体
」
、
丙
編
巻
三
「
江
西
詩
文
」
、
丙
編
巻
四
「
誠
斎
夫
人
」
と
い
う
十
ヵ
所
で
楊
長
儒
に
言
及
し
、
す
べ
て
「
東
山
」
或
い
は
「
東
山
先
生
」
と
い
う
尊
称
を
使
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
十
ヵ
所
の
中
に
記
録
す
る
楊
長
儒
と
羅
大
経
と
の
会
話
は
、
殆
ど
が
教
戒
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
若
い
羅
大
経
は
、
致
仕
後
故
郷
に
住
む
晩
年
の
楊
長
儒
と
交
遊
し
て
、
師
長
と
し
て
楊
長
儒
を
尊
敬
し
て
い
た
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る
。
　
3
　
曾
無
疑
　
曾
無
疑
、
字
は
三
異
、
号
は
雲
巣
先
生
。
年
齢
上
で
羅
大
経
の
父
羅
茂
良
と
同
輩
の
友
人
で
あ
っ
た
。
羅
大
経
の
父
羅
茂
良
が
楊
万
里
の
門
人
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
曾
無
疑
は
慶
元
間
の
宰
相
周
必
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
大
の
門
人
で
あ
っ
た
。
朱
黒
も
曾
無
疑
と
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
る
。
晩
年
、
八
〇
歳
の
高
齢
で
有
名
な
隠
遁
の
士
と
し
て
朝
廷
に
召
さ
れ
、
秘
閣
校
勘
と
な
っ
た
。
曾
無
疑
が
朝
廷
の
召
に
応
じ
て
都
に
赴
く
際
に
、
竹
谷
老
人
羅
茂
良
が
送
別
詩
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
五
「
二
老
相
訪
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
曾
無
疑
は
花
鳥
画
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
羅
大
経
が
花
鳥
画
の
画
法
に
つ
い
て
曾
無
疑
に
教
え
を
受
け
て
い
る
会
話
が
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
六
「
画
馬
」
に
見
え
る
。
曾
無
疑
に
つ
い
て
は
、
高
橋
良
政
氏
の
論
文
に
詳
し
い
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
（
二
）
　
同
年
進
士
関
係
者
　
宋
代
か
ら
の
大
規
模
な
科
挙
試
験
に
よ
っ
て
、
新
た
な
士
大
夫
政
治
が
形
成
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
士
族
も
形
成
さ
れ
た
。
科
挙
制
度
の
中
で
、
師
弟
と
い
う
門
生
故
吏
の
よ
う
な
縦
の
関
係
の
ほ
か
、
同
じ
年
の
科
挙
受
験
合
格
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
同
年
」
、
横
の
関
係
も
生
ま
れ
た
。
両
者
は
士
大
夫
政
治
を
制
約
す
る
重
要
な
人
的
関
係
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
生
活
面
に
も
そ
の
影
響
は
広
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
科
挙
関
係
に
よ
っ
て
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
大
き
な
社
会
的
勢
力
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
同
年
の
同
士
は
登
科
記
、
同
年
小
録
と
い
う
同
窓
会
の
連
絡
簿
の
よ
う
な
書
物
に
記
録
さ
れ
て
、
将
来
相
互
に
応
援
す
る
こ
と
が
不
文
の
義
務
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
同
年
関
係
は
宋
代
士
大
夫
を
研
究
す
る
一
つ
の
カ
ギ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
羅
大
経
は
『
鶴
林
玉
露
』
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
科
挙
同
年
と
の
交
遊
を
述
べ
て
い
る
。
か
れ
が
言
及
す
る
同
年
に
は
以
下
の
二
人
が
い
る
。
史
料
の
記
録
に
限
り
、
考
証
し
て
み
よ
う
。
　
1
　
李
南
金
　
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
二
「
贈
頭
陀
詩
」
・
丙
編
巻
一
「
三
渓
詩
詞
」
・
丙
編
巻
三
「
茶
瓶
湯
候
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
余
同
年
李
南
金
」
と
い
う
言
い
方
で
こ
の
人
物
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
李
南
金
は
羅
大
経
と
同
じ
よ
う
に
宝
慶
二
年
の
進
士
出
身
者
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
各
種
の
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
記
載
を
超
え
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
『
宋
詩
紀
事
』
巻
五
一
に
李
南
金
の
三
首
の
詩
を
収
録
す
る
が
、
す
べ
て
上
述
し
た
三
条
の
『
鶴
林
玉
露
』
の
記
事
か
ら
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
詩
の
前
に
『
宋
詩
紀
事
』
の
編
者
が
記
し
た
李
南
金
の
小
伝
に
は
　
　
　
南
金
、
字
は
奮
卿
、
自
ら
三
艶
泳
雪
翁
と
号
す
。
楽
平
の
人
、
　
　
紹
興
二
十
七
年
進
士
、
光
化
軍
教
授
。
と
あ
る
。
こ
の
小
伝
で
の
三
難
泳
雪
翁
と
い
う
号
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
一
「
三
渓
詩
詞
」
の
条
に
見
え
る
。
一
方
、
『
江
西
通
志
』
巻
五
一
選
挙
志
の
「
紹
興
二
十
六
年
丙
子
解
試
」
と
「
紹
興
二
十
七
年
丁
丑
王
十
朋
榜
」
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
李
南
金
の
名
前
が
見
え
る
。
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ま
た
「
紹
興
二
十
七
年
丁
丑
王
十
朋
榜
」
の
李
南
金
の
名
前
の
下
に
「
楽
平
人
、
教
授
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
し
か
し
南
宋
初
の
紹
興
二
十
七
年
（
＝
五
七
）
は
羅
大
経
の
進
士
及
第
の
宝
慶
二
年
（
一
二
二
⊥
ハ
）
よ
り
実
に
七
〇
年
も
早
い
。
し
た
が
っ
て
『
宋
詩
紀
事
」
と
『
江
西
通
志
』
に
記
録
す
る
紹
興
二
十
七
年
進
士
李
南
金
は
、
羅
大
経
の
同
年
進
士
で
あ
る
李
南
金
と
同
じ
人
物
で
は
あ
り
え
な
い
。
『
宋
詩
紀
事
』
の
小
伝
は
そ
の
両
者
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
李
南
金
に
つ
い
て
、
『
鶴
林
玉
露
』
で
は
コ
ニ
難
泳
雪
翁
」
と
い
う
号
を
記
録
す
る
ほ
か
、
「
尤
も
詩
に
工
な
り
」
と
評
価
す
る
。
ま
た
『
宋
詩
紀
事
』
に
書
き
写
さ
れ
た
三
首
の
詩
と
一
首
の
詞
を
収
録
し
て
い
る
。
考
え
て
み
る
と
、
か
つ
て
の
中
国
で
は
、
自
分
と
同
等
ま
た
は
目
上
の
人
の
実
名
を
そ
の
ま
ま
書
い
た
り
口
に
し
た
り
す
る
の
は
韓
を
犯
す
非
礼
な
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
字
が
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
記
録
さ
れ
る
李
南
金
の
「
南
金
」
は
お
そ
ら
く
本
名
で
は
な
く
、
字
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
　
2
　
欧
陽
景
顔
　
『
鶴
林
玉
露
』
甲
編
巻
三
「
畏
説
」
の
条
に
記
録
す
る
も
う
一
人
の
同
年
で
あ
る
。
こ
の
人
物
も
『
鶴
林
玉
露
』
以
外
に
記
載
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
ぶ
ん
李
南
金
の
「
南
金
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「
景
顔
」
も
字
で
あ
ろ
う
。
「
畏
説
」
の
条
に
羅
大
経
の
父
で
あ
る
竹
谷
老
人
羅
茂
良
の
「
畏
説
」
全
文
を
収
録
し
た
後
、
欧
陽
景
顔
が
書
い
た
祓
も
全
文
収
録
し
て
い
る
。
　
（
三
）
　
容
州
司
法
参
軍
時
期
の
交
友
　
旧
作
で
は
羅
大
経
は
端
平
元
年
（
一
二
三
四
）
頃
容
州
司
法
参
軍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
を
勤
め
た
こ
と
を
考
証
し
た
。
そ
の
期
間
の
交
友
は
『
鶴
林
玉
露
」
に
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
簡
略
に
考
証
し
て
み
よ
う
。
　
1
　
苑
応
鈴
　
萢
応
鈴
、
字
は
栃
里
、
号
は
西
堂
先
生
。
豊
城
（
今
の
江
西
豊
城
県
）
の
人
、
開
禧
元
年
の
進
士
で
あ
っ
た
。
羅
大
経
は
『
鶴
林
玉
露
』
に
お
い
て
西
堂
先
生
萢
旋
聖
と
尊
称
を
使
っ
て
い
る
。
『
宋
史
』
巻
四
一
〇
に
伝
が
あ
る
。
南
宋
の
官
僚
の
中
で
、
萢
応
鈴
は
や
や
知
名
度
が
あ
る
。
『
名
公
書
判
清
明
集
」
に
も
萢
応
鈴
の
法
律
判
例
を
収
録
し
て
い
る
。
『
宋
史
」
本
伝
は
、
当
時
の
官
僚
徐
鹿
卿
の
「
纒
術
は
見
寛
に
似
、
決
獄
は
篤
不
疑
に
似
、
治
民
は
襲
遂
に
似
、
風
采
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
萢
湧
に
似
、
理
財
は
劉
嬰
に
似
、
正
大
は
之
を
過
ぐ
る
」
と
い
う
「
人
以
て
名
言
と
為
す
」
言
葉
を
引
い
て
、
萢
応
鈴
を
高
く
評
価
す
る
。
入
官
後
の
萢
応
鈴
は
羅
大
経
の
故
郷
で
あ
る
吉
州
で
知
州
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。
羅
大
経
と
知
り
合
い
に
な
る
の
は
、
そ
の
頃
の
可
能
性
が
高
い
が
、
直
接
に
後
に
彼
の
部
下
に
な
っ
た
の
は
、
広
南
西
路
提
点
刑
獄
を
担
当
し
た
時
で
あ
っ
た
。
『
鶴
林
玉
露
』
の
丙
編
巻
一
「
横
榔
」
と
丙
編
巻
二
「
不
談
風
月
」
に
萢
応
鈴
と
の
交
遊
と
会
話
を
記
録
し
て
い
る
。
特
に
「
不
談
風
月
」
の
条
に
「
余
、
初
め
て
任
す
る
は
容
南
法
豫
と
為
す
。
纏
か
数
月
に
あ
た
り
、
偶
々
帥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
幕
に
留
る
に
、
族
隻
忽
ち
袖
の
中
よ
り
職
状
一
紙
を
出
し
て
余
に
界
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。
余
は
未
だ
一
考
を
書
さ
ず
、
当
に
受
け
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
以
て
辞
す
。
栃
里
曰
く
、
固
よ
り
な
り
。
子
亦
た
漫
り
に
之
を
収
め
よ
。
若
し
一
考
を
書
し
て
某
は
未
だ
罪
を
以
て
去
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
放
散
す
べ
く
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
亦
た
柳
か
某
の
一
隻
眼
を
旦
ハ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
る
こ
と
を
見
ゆ
の
み
と
」
と
い
う
記
録
は
、
萢
応
鈴
が
羅
大
経
を
非
常
に
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
　
2
　
趙
季
仁
　
羅
大
経
が
容
州
司
法
参
軍
を
勤
め
た
と
き
、
密
接
な
交
遊
を
持
っ
た
人
物
は
趙
季
仁
で
あ
っ
た
。
『
鶴
林
玉
露
』
で
は
、
甲
編
巻
二
「
心
脈
」
、
乙
編
巻
二
「
野
服
」
、
丙
編
巻
三
「
観
山
水
」
、
丙
編
巻
四
「
誠
斎
夫
人
」
、
丙
編
巻
五
「
南
中
巖
洞
」
と
い
う
五
条
で
趙
季
仁
と
の
会
話
と
交
遊
を
記
録
し
て
い
る
。
旧
作
で
は
趙
季
仁
の
名
前
は
思
恕
と
い
い
、
知
静
江
府
を
当
時
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
考
証
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
、
趙
季
仁
の
友
人
で
あ
る
黄
幹
『
勉
斎
集
』
巻
二
一
「
趙
季
仁
習
郷
飲
酒
儀
序
」
で
の
「
吾
友
趙
君
師
恕
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
と
、
趙
季
仁
の
名
前
は
師
恕
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
旧
作
は
『
広
西
通
志
』
の
誤
り
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
趙
季
仁
の
名
前
お
よ
び
事
跡
は
明
人
張
鳴
鳳
『
桂
故
』
巻
五
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
趙
師
恕
、
字
は
季
仁
。
端
平
の
初
め
、
朝
請
大
夫
・
直
換
章
　
　
閣
を
以
て
知
静
江
と
為
る
。
穿
山
に
詩
を
勒
す
は
、
乃
ち
其
れ
　
　
官
を
去
り
、
僚
属
と
別
る
る
者
な
り
。
…
…
羅
大
経
曾
て
從
師
　
　
恕
に
従
い
、
栖
霞
洞
に
遊
び
、
詩
を
賦
す
。
師
恕
、
閏
の
長
樂
　
　
　
　
　
お
　
　
　
人
な
り
。
と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
趙
季
仁
の
名
前
が
師
恕
で
あ
る
と
い
う
証
明
で
も
あ
る
。
李
之
亮
氏
『
宋
両
広
大
郡
守
臣
易
替
考
』
は
『
広
西
通
志
』
と
『
鯉
西
叢
載
』
に
よ
っ
て
、
趙
師
恕
の
知
静
江
府
の
在
任
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
間
を
端
平
元
年
か
ら
端
平
三
年
ま
で
と
考
証
し
た
。
　
3
　
王
元
逮
　
『
鶴
林
玉
露
」
丙
編
巻
四
「
酒
有
和
勤
」
に
「
豚
の
後
、
容
南
に
官
す
。
太
守
王
元
遼
白
酒
の
和
者
と
紅
酒
の
勤
者
を
以
て
手
に
自
ら
劃
量
し
て
合
し
て
一
と
為
す
。
殺
す
に
白
灰
の
一
刀
圭
を
以
て
し
、
風
韻
頓
に
奇
な
り
。
余
に
詩
を
作
る
こ
と
を
索
む
。
余
長
句
を
為
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
云
々
」
と
述
べ
る
。
劉
克
荘
『
後
村
集
』
巻
三
一
「
践
王
元
遼
詩
」
で
の
、
「
元
遼
使
君
長
余
三
歳
」
と
「
使
君
王
氏
為
太
沖
元
遼
是
也
」
と
い
う
文
に
よ
る
と
、
王
太
沖
、
字
は
元
逮
と
い
う
。
ま
た
劉
克
荘
の
一
一
八
七
年
と
い
う
生
年
か
ら
推
算
す
る
と
、
王
太
沖
は
一
一
八
四
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
清
桂
林
府
通
判
注
森
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
が
編
纂
し
た
『
辱
西
叢
載
』
巻
二
題
名
「
穿
山
題
名
」
の
、
「
端
平
丙
申
七
月
、
…
…
蓄
陽
王
太
沖
元
遼
」
と
い
う
石
刻
に
よ
る
と
、
王
太
沖
は
福
建
蓄
陽
の
人
、
端
平
三
年
（
一
二
三
六
）
頃
知
容
州
を
担
当
し
て
い
た
。
王
元
遽
の
生
涯
に
つ
い
て
、
四
部
叢
刊
本
『
後
村
集
』
巻
一
五
五
「
礼
部
王
郎
中
墓
誌
銘
」
に
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
墓
誌
銘
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
以
下
の
事
実
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
王
元
遽
の
没
年
は
淳
祐
十
一
年
辛
亥
（
一
二
五
一
）
で
あ
り
、
享
年
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
王
元
遼
は
嘉
定
元
年
戊
辰
（
一
二
〇
八
）
に
進
士
及
第
後
、
か
つ
て
羅
大
経
の
故
郷
で
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あ
る
吉
水
県
の
知
県
を
勤
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
王
元
遼
の
善
政
に
対
し
て
、
「
羅
君
茂
良
之
を
歌
う
」
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
、
羅
大
経
の
父
羅
茂
良
と
知
県
王
元
遽
と
の
交
遊
が
わ
か
る
。
運
命
的
に
後
に
知
容
州
に
転
勤
し
た
王
元
遽
は
容
州
司
法
参
軍
羅
大
経
の
上
司
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
羅
大
経
と
王
元
逡
の
二
代
の
付
き
合
い
を
示
す
佳
話
で
あ
る
。
　
4
　
翁
謂
　
『
鶴
林
玉
露
』
甲
編
巻
四
「
朱
文
公
詞
」
に
「
後
に
容
南
に
官
し
、
節
推
翁
謂
、
余
の
為
に
言
う
、
其
の
居
る
所
は
文
公
に
隣
と
し
、
嘗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
て
此
の
詞
を
挙
げ
、
公
に
問
う
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
羅
大
経
が
容
州
司
法
参
軍
の
在
任
期
間
に
同
僚
で
あ
る
翁
誇
と
い
う
節
度
推
官
と
交
遊
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
（
四
）
　
撫
州
軍
事
推
官
時
期
の
交
友
　
1
　
漏
可
久
　
『
鶴
林
玉
露
』
の
丙
編
巻
二
「
玉
山
知
挙
」
と
丙
編
巻
四
「
気
之
先
見
」
に
逸
事
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
「
凋
北
山
可
久
為
余
言
」
と
「
凋
北
山
可
久
為
余
言
」
と
い
う
逸
事
の
出
所
を
記
し
て
い
る
。
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
、
焉
可
久
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
岳
珂
　
　
　
　
　
　
　
の
『
玉
楮
集
』
巻
五
「
春
晴
將
游
玉
淵
践
呉
季
謙
待
制
凋
可
久
武
博
山
行
之
約
先
走
長
句
」
と
い
う
詩
の
題
に
焉
可
久
と
い
う
人
物
が
見
出
せ
る
。
岳
珂
は
南
宋
の
有
名
な
武
将
岳
飛
の
孫
と
し
て
『
金
佗
梓
編
」
『
程
史
」
『
刊
正
九
経
三
伝
沿
革
例
』
な
ど
の
著
作
を
書
い
た
学
　
　
　
　
め
　
者
で
あ
る
。
岳
珂
の
生
活
す
る
時
代
は
羅
大
経
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
『
玉
楮
集
』
の
詩
題
に
触
れ
る
「
凋
可
久
」
は
『
鶴
林
玉
露
』
に
言
及
す
る
「
凋
可
久
」
と
同
じ
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
可
久
」
は
か
れ
の
本
名
で
は
な
く
、
や
は
り
字
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
焉
可
久
」
に
つ
い
て
、
ま
た
『
鶴
林
玉
露
』
に
「
北
山
」
と
い
う
号
名
、
『
玉
楮
集
』
に
「
武
博
」
と
い
う
官
名
が
見
え
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
、
清
雍
正
十
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
湖
広
通
志
』
巻
四
三
名
宙
志
に
「
焉
去
疾
、
『
明
一
統
志
」
に
北
山
と
号
す
。
朱
子
門
人
な
り
。
理
宗
の
時
、
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
興
国
軍
と
為
り
、
槍
浪
亭
に
定
本
四
書
を
刊
す
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
「
凋
去
疾
」
と
い
う
名
前
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
洪
盗
菱
『
平
齋
集
』
巻
二
一
に
「
凋
去
疾
除
武
学
博
士
制
」
を
見
つ
け
た
。
『
湖
広
通
志
』
の
「
北
山
」
と
い
う
号
は
『
鶴
林
玉
露
』
の
「
鷹
北
山
」
と
裏
付
け
ら
れ
る
。
『
玉
楮
集
」
の
「
武
博
」
は
『
平
齋
集
』
の
「
武
学
博
士
」
と
裏
付
け
ら
れ
る
。
以
上
の
考
証
は
全
く
つ
な
が
る
一
環
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
焉
去
疾
は
字
は
可
久
、
号
は
北
山
と
い
う
人
と
同
じ
人
物
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。
さ
ら
に
薦
去
疾
に
つ
い
て
、
『
江
西
通
志
』
巻
五
〇
選
挙
の
「
嘉
定
十
三
年
庚
辰
劉
清
榜
」
に
凋
去
疾
の
名
前
が
出
て
お
り
、
か
つ
そ
の
下
に
「
都
昌
人
、
温
州
教
授
」
と
い
う
割
注
が
付
い
て
い
る
。
同
志
巻
四
六
秩
官
の
「
江
南
西
路
提
挙
茶
塩
使
」
に
焉
去
疾
の
名
前
が
見
え
、
か
つ
そ
の
下
に
「
淳
祐
間
任
」
と
い
う
割
注
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
『
江
西
通
志
』
巻
二
一
書
院
の
「
撫
州
府
」
に
「
臨
汝
書
院
、
府
城
西
南
二
里
に
在
り
。
宋
淳
祐
九
年
、
焉
去
疾
提
墨
江
南
西
路
と
な
り
、
朱
子
嘗
て
是
邦
に
臨
む
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ハ
の
　
こ
と
を
以
て
故
に
書
院
を
立
て
之
を
祠
る
」
と
述
べ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
爲
去
疾
は
都
昌
（
今
の
江
西
都
昌
県
）
の
人
、
嘉
定
十
三
年
（一
�
�
Z
）
に
進
士
に
及
第
し
て
武
学
博
士
、
温
州
教
授
を
歴
任
し
、
淳
祐
九
年
頃
、
江
南
西
路
提
挙
茶
塩
使
を
担
当
し
て
い
た
と
判
る
。
羅
大
経
の
凋
去
疾
に
関
す
る
記
録
は
す
べ
て
『
鶴
林
玉
露
』
の
丙
編
に
あ
る
。
こ
の
丙
編
は
淳
祐
十
一
年
～
十
二
年
頃
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
焉
去
疾
は
羅
大
経
が
撫
州
軍
事
推
官
を
勤
め
た
際
の
上
司
で
、
友
人
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
2
　
黄
景
亮
　
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
自
序
に
「
臨
汝
書
院
堂
長
黄
景
亮
日
く
、
鶴
林
、
未
だ
金
閨
の
籍
に
通
じ
ず
と
い
え
ど
も
、
殆
ど
将
に
玉
露
の
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
を
増
せ
ん
か
、
と
。
余
、
敢
え
て
当
ら
ず
と
謝
す
」
と
述
べ
る
。
前
に
凋
去
疾
を
考
証
す
る
と
き
触
れ
た
よ
う
に
、
臨
汝
書
院
は
凋
去
疾
が
淳
祐
九
年
に
江
南
西
路
提
挙
茶
塩
使
を
担
当
し
た
折
り
、
撫
州
で
創
立
し
た
書
院
で
あ
る
。
黄
景
亮
は
『
淳
煕
三
山
志
』
巻
三
二
科
名
の
記
録
に
よ
る
と
、
淳
祐
元
年
徐
嚴
夫
榜
の
進
士
、
字
は
通
父
、
候
官
の
人
で
あ
る
。
堂
長
と
は
、
宋
代
の
書
院
に
お
い
て
政
府
か
ら
牒
（
辞
令
）
を
受
け
た
進
士
或
い
は
解
試
合
格
者
が
担
当
す
る
職
務
と
し
て
、
山
長
の
次
の
責
任
者
で
あ
る
。
な
お
臨
汝
書
院
の
山
長
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
い
て
は
、
黄
震
『
黄
氏
日
抄
』
巻
九
四
「
撫
州
墨
官
告
天
文
」
に
よ
る
と
、
威
淳
八
年
に
は
黄
翔
龍
で
あ
り
、
ま
た
呉
澄
『
呉
文
正
公
文
　
れ
　
集
』
巻
二
三
「
送
臨
汝
書
院
山
長
黄
孟
安
序
」
に
よ
る
と
、
元
代
に
な
る
と
、
窟
陵
黄
鎖
（
字
は
孟
安
）
で
あ
っ
た
。
所
見
史
料
に
限
り
、
臨
汝
書
院
の
責
任
者
は
殆
ど
が
黄
姓
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
よ
う
な
慣
行
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
後
日
の
課
題
に
残
し
た
い
と
思
う
。
　
（
五
）
　
そ
の
他
の
交
友
　
趙
従
道
　
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
六
「
韓
平
原
」
に
「
余
友
趙
従
道
有
詩
云
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
と
記
録
す
る
。
李
心
伝
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
乙
集
巻
一
二
「
言
官
詞
臣
論
宗
室
入
館
人
数
」
の
条
は
、
名
は
師
訓
、
字
は
従
道
、
紹
興
二
十
四
年
（
＝
五
四
）
の
進
士
と
い
う
人
物
に
言
及
す
る
。
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
方
、
蓑
甫
『
蒙
齋
集
』
巻
＝
に
「
送
趙
従
道
赴
福
停
序
」
と
見
え
る
。
こ
の
題
名
の
趙
従
道
の
下
に
「
名
隆
孫
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
鄭
清
之
『
安
晩
堂
集
』
巻
一
二
に
「
和
趙
従
道
賦
菜
畦
春
富
貴
」
の
詩
が
見
え
る
。
詩
の
後
に
「
見
誠
斎
詩
話
」
と
い
う
割
注
も
あ
る
。
蓑
甫
は
嘉
定
七
年
の
進
士
、
官
は
吏
部
尚
書
に
至
っ
た
。
鄭
清
之
（
＝
七
六
～
一
二
五
一
）
は
紹
定
六
年
（
一
二
三
三
）
か
ら
宰
相
を
担
当
す
る
大
人
物
で
あ
る
。
時
期
を
考
え
れ
ば
、
羅
大
経
の
友
人
と
し
て
の
趙
従
道
は
名
が
師
訓
と
い
う
人
で
は
な
く
、
隆
孫
と
い
う
人
物
の
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
羅
大
経
の
交
遊
は
楊
万
里
の
よ
う
な
有
名
人
を
除
い
て
も
、
当
時
の
有
名
人
が
多
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
元
人
陸
文
圭
『
塙
東
類
稿
』
巻
九
「
践
陸
荘
簡
公
家
伝
」
に
は
「
蓋
し
漸
以
西
の
傑
出
者
は
百
年
前
後
、
名
監
司
の
趙
季
仁
・
楊
伯
子
・
萢
西
堂
・
胡
石
壁
の
如
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
指
を
屈
る
は
多
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
四
人
の
中
の
三
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人
は
羅
大
経
の
友
人
で
あ
っ
た
。
一
斑
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。
結
び
に
か
え
て
こ
れ
に
よ
っ
て
羅
大
経
の
交
遊
の
　
以
上
、
二
十
余
年
前
の
旧
作
で
は
未
解
決
だ
っ
た
『
鶴
林
玉
露
』
の
著
者
羅
大
経
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
羅
大
経
が
撫
州
軍
事
推
官
を
勤
め
た
具
体
的
な
時
期
、
官
名
と
官
品
、
そ
の
父
親
竹
谷
老
人
の
本
名
と
家
系
、
及
び
羅
大
経
の
交
遊
を
考
証
し
て
き
た
。
古
人
は
書
籍
の
校
勘
に
つ
い
て
「
読
書
は
未
だ
遍
し
と
せ
ず
、
妄
り
に
雌
黄
を
下
す
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
。
書
籍
の
校
勘
だ
け
で
な
く
、
考
証
の
学
も
又
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
補
作
を
書
き
な
が
ら
、
若
い
頃
の
旧
作
を
恥
じ
る
思
い
が
絶
え
ず
涌
い
て
き
た
。
し
か
し
又
、
「
恥
を
知
れ
ば
、
勇
に
近
し
」
と
い
う
言
葉
も
想
起
し
た
。
学
術
は
絶
え
ず
反
省
し
な
が
ら
進
歩
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
（
1
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
点
校
本
、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
と
し
て
、
　
一
九
八
　
　
三
年
八
月
に
中
華
書
局
よ
り
出
版
。
（
2
）
　
「
事
跡
無
考
」
と
は
、
『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
二
一
『
鶴
林
　
　
玉
露
』
解
題
（
整
理
本
、
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
の
言
葉
。
（
3
）
　
「
羅
大
経
生
平
事
跡
考
」
は
先
に
『
学
林
漫
録
』
第
五
集
（
中
華
　
　
書
局
、
一
九
八
二
年
四
月
）
に
発
表
し
、
後
に
『
鶴
林
玉
露
』
点
校
　
　
本
の
付
録
と
し
て
収
録
。
（
4
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
自
序
に
「
余
為
臨
川
郡
従
事
遮
年
、
考
挙
粗
　
　
足
、
侍
御
史
葉
大
有
忽
劾
、
余
罷
官
」
と
あ
る
。
（
5
）
　
『
撫
州
府
志
』
は
『
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
続
編
』
（
上
海
書
店
　
　
影
印
、
　
一
九
九
〇
年
）
に
収
録
。
（
6
）
　
こ
の
清
畢
源
「
続
資
治
通
鑑
』
の
記
事
は
『
宋
史
全
文
続
資
治
通
　
　
鑑
』
（
台
湾
文
海
出
版
社
「
宋
史
資
料
葦
編
』
第
二
輯
影
印
、
一
九
　
　
六
六
年
）
巻
三
四
よ
り
転
写
し
た
も
の
。
（
7
）
　
旧
作
は
左
司
郎
中
を
右
司
郎
中
に
誤
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
『
宋
　
　
史
』
徐
森
伝
と
「
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
』
巻
三
四
に
よ
っ
て
訂
正
。
（
8
）
　
『
宋
史
』
（
整
理
本
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
巻
一
六
七
職
官
　
　
志
の
「
幕
職
官
」
に
「
掌
禅
賛
郡
政
、
総
理
諸
案
文
移
、
斜
酌
可
否
、
　
　
以
白
工
」
其
長
而
罷
行
之
」
と
あ
る
。
（
9
）
　
『
宋
史
』
巻
四
二
五
徐
森
伝
に
「
知
撫
州
、
祠
先
賢
、
寛
租
賦
、
　
　
振
餓
窮
、
諌
埠
将
、
建
営
砦
。
幾
一
月
而
政
挙
化
行
。
以
言
去
、
士
　
　
民
遮
道
不
得
行
。
及
瞑
、
始
由
脛
以
出
。
宝
祐
元
年
、
差
知
衡
州
」
　
　
と
あ
る
。
（
1
0
）
　
「
宋
両
江
郡
守
易
替
考
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）
。
（
1
1
）
　
「
『
鶴
林
玉
露
』
の
版
本
に
つ
い
て
」
（
『
桜
文
論
叢
』
第
五
四
巻
、
　
　
二
〇
〇
二
年
二
月
）
。
（
1
2
）
　
『
宋
詩
紀
事
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
。
（
1
3
）
　
『
整
蓄
存
稿
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
巻
九
「
桃
林
羅
氏
重
修
族
譜
序
」
に
「
吾
羅
氏
之
在
吾
吉
　
　
聚
族
而
居
者
、
良
不
為
少
。
其
世
或
遠
或
近
、
而
著
聞
於
天
下
者
往
　
　
往
有
之
。
若
吉
水
桃
林
之
族
、
其
一
也
。
…
…
其
先
蓋
出
唐
吉
州
刺
　
　
史
罰
。
飼
卒
於
官
、
子
孫
遂
留
、
家
盧
陵
。
後
敷
伝
、
有
三
十
三
承
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事
者
、
始
分
居
吉
水
。
是
為
今
樟
樹
・
下
白
・
竹
渓
・
桃
林
之
土
ハ
祖
。
　
　
又
後
七
世
日
忠
文
、
始
分
居
桃
林
。
…
…
在
宋
嘉
定
間
、
有
竹
谷
老
　
　
人
茂
良
者
、
実
始
作
譜
」
と
あ
る
。
（
4
1
）
　
『
束
里
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
巻
一
「
翠
箔
楼
記
」
に
「
吉
水
之
東
、
桐
江
之
上
、
其
地
多
　
　
竹
、
其
里
名
竹
渓
。
里
之
望
為
羅
氏
。
羅
氏
之
秀
、
有
日
同
倫
、
於
　
　
竹
尤
篤
好
。
…
…
羅
氏
、
邑
故
家
。
始
自
印
岡
徒
桃
林
、
又
自
桃
林
　
　
徒
竹
漢
。
吾
聞
宋
有
号
竹
谷
老
人
者
、
高
尚
絶
俗
之
士
也
。
子
大
経
、
　
　
及
其
弟
応
雷
、
皆
理
宗
朝
進
士
。
大
経
著
書
有
鶴
林
玉
露
伝
於
世
、
　
　
文
献
代
有
足
徴
。
…
…
同
倫
、
竹
谷
之
九
世
孫
、
於
鶴
林
為
八
世
」
　
　
と
あ
る
。
（
1
5
）
　
『
象
台
首
末
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
。
（
1
6
）
　
『
江
西
通
志
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
。
（
1
7
）
　
『
金
文
靖
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
。
（
1
8
）
　
『
吉
州
羅
氏
総
祠
通
譜
』
に
「
羅
荊
、
字
は
大
時
、
号
は
山
斗
、
　
　
唐
の
節
度
使
、
豫
章
自
り
吉
水
麗
陵
の
戯
村
に
徒
居
し
、
即
ち
気
下
　
　
な
り
。
鷹
陵
羅
姓
の
始
祖
と
為
る
」
と
あ
る
。
家
譜
に
述
べ
る
遠
祖
　
　
の
事
は
、
ほ
と
ん
ど
信
愚
性
が
低
い
が
、
あ
る
程
度
は
真
実
の
部
分
　
　
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
『
吉
州
羅
氏
総
祠
通
譜
』
は
『
羅
氏
　
　
通
譜
網
』
（
≦
≦
≦
．
置
o
ω
ぼ
づ
9
＼
ぎ
α
①
×
°
耳
日
）
に
収
録
さ
れ
る
「
江
　
　
西
羅
氏
源
流
考
」
の
引
用
文
か
ら
再
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
吉
　
　
州
羅
氏
通
譜
』
の
記
事
は
宋
元
時
代
の
文
献
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
。
　
　
南
宋
前
期
文
人
劉
才
郡
の
『
樹
渓
居
士
集
』
（
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
　
本
）
巻
十
二
「
羅
守
道
墓
誌
銘
」
に
「
祝
融
為
高
辛
氏
火
正
、
以
功
　
　
列
於
五
祀
者
。
商
孫
受
封
於
羅
、
後
為
楚
所
併
、
因
以
国
為
氏
。
居
　
　
長
沙
者
日
壊
、
仕
漢
為
梁
相
。
居
嚢
陽
者
日
襲
、
仕
留
為
將
軍
。
居
　
　
衡
陽
者
日
琉
、
仕
唐
為
監
察
御
史
。
唐
之
季
年
、
御
史
府
君
之
子
孫
、
　
　
避
兵
冠
、
散
慮
江
左
諸
郡
、
至
公
之
八
世
祖
廟
、
復
自
豫
章
徒
居
盧
　
　
陵
」
と
羅
氏
の
始
祖
を
列
挙
し
て
い
る
。
『
元
文
類
』
（
文
淵
閣
『
四
　
庫
全
書
』
本
）
巻
三
五
に
収
録
さ
れ
る
元
代
の
有
名
な
文
人
虞
集
の
　
　
「
羅
氏
族
譜
序
」
に
も
「
今
豫
章
羅
氏
族
譜
、
断
自
飼
以
下
、
凡
十
　
　
有
五
世
、
分
十
八
派
、
合
其
族
子
弟
千
百
人
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
　
　
か
し
、
江
西
羅
氏
の
直
系
始
祖
の
地
望
に
つ
い
て
、
同
じ
羅
氏
一
族
　
　
の
明
人
羅
洪
先
は
『
念
篭
文
集
』
（
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
）
巻
　
　
十
二
「
山
原
羅
氏
族
譜
序
」
に
「
秀
川
祖
剴
之
先
、
本
湘
東
人
、
而
　
　
序
譜
者
威
謂
豫
章
徒
同
江
、
莫
辮
其
自
」
と
異
議
を
表
し
て
い
る
。
　
　
ま
た
羅
剴
の
生
活
す
る
時
代
と
そ
の
先
人
に
つ
い
て
、
羅
洪
先
は
同
　
　
巻
「
澄
漢
華
山
周
橋
羅
氏
族
譜
序
」
に
「
吉
多
羅
姓
、
錐
融
塞
不
斉
、
　
　
大
抵
皆
祖
印
岡
剤
　
。
余
家
牒
記
、
祖
則
僅
識
名
耳
。
其
業
微
劣
無
　
　
徴
、
然
他
氏
牒
記
梢
異
、
或
日
冠
軍
將
軍
恭
後
、
或
日
南
唐
進
士
穎
　
　
後
、
或
日
吉
州
刺
史
、
是
何
壕
也
」
と
断
言
を
下
し
て
い
な
い
。
と
　
　
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
後
に
明
人
胡
直
が
『
衡
盧
精
舎
藏
稿
』
　
　
（
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
）
巻
二
三
「
念
篭
先
生
（
羅
洪
先
）
行
　
　
状
」
に
「
其
先
由
豫
章
徒
窟
陵
、
唐
艶
宗
時
、
諦
則
者
、
居
戯
村
」
　
　
と
時
代
を
明
言
し
て
い
る
。
（
1
9
）
　
三
世
孫
羅
従
隠
の
こ
と
は
、
元
羅
文
節
「
豫
章
羅
氏
分
遷
各
支
源
　
　
流
考
」
（
「
羅
氏
通
譜
網
』
に
掲
載
）
に
よ
っ
て
補
う
。
そ
の
「
源
流
　
　
考
」
に
「
五
季
末
、
従
寅
は
　
吉
安
永
豊
に
徒
る
。
従
隠
は
二
子
を
　
　
生
み
、
長
子
は
吉
水
の
桃
林
に
居
る
。
大
経
、
其
の
後
な
り
」
と
述
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べ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
従
隠
は
吉
水
の
桃
林
に
遷
っ
た
羅
議
の
　
　
父
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
（
2
0
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
四
「
月
下
伝
杯
詩
」
の
条
に
「
余
年
十
許
　
　
歳
時
、
侍
家
君
竹
谷
老
人
謁
誠
斎
」
と
あ
る
。
（
2
1
）
　
楊
長
儒
は
『
宋
史
』
に
伝
が
な
い
。
そ
の
事
跡
は
『
明
一
統
志
』
　
　
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
　
一
九
八
六
年
）
巻
四
　
　
〇
、
四
九
、
五
六
、
七
四
、
七
九
な
ど
に
よ
り
ま
と
め
た
も
の
。
（
2
2
）
　
『
呉
興
備
志
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
巻
五
。
（
2
3
）
　
『
淳
煕
三
山
志
』
（
『
宋
元
方
志
叢
刊
』
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
。
（
勿
）
　
『
晦
庵
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
巻
六
〇
に
曾
無
疑
宛
の
手
紙
が
六
通
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
2
5
）
　
旧
作
は
宝
慶
二
年
（
一
二
二
六
）
の
進
士
及
第
か
ら
端
平
元
年
　
　
（
一
二
三
四
）
頃
の
容
州
司
法
参
軍
の
担
当
ま
で
七
年
間
程
の
空
白
　
　
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
羅
大
経
の
容
州
司
法
参
軍
の
官
職
は
初
め
　
　
て
の
入
官
で
は
な
い
と
推
測
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
誤
り
で
、
『
鶴
　
　
林
玉
露
』
丙
編
巻
二
「
不
談
風
月
」
に
「
余
、
初
め
て
任
す
る
は
容
　
　
南
法
縁
と
為
す
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
南
宋
時
代
の
、
官
は
多
　
　
い
が
ポ
ス
ト
が
少
な
い
と
い
う
事
実
を
考
え
れ
ば
、
進
士
及
第
後
、
　
　
遅
々
と
し
て
差
遣
を
任
命
し
な
い
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
　
　
と
思
わ
れ
る
。
（
2
6
）
　
『
宋
史
』
巻
四
一
〇
＋
7
0
応
鈴
伝
に
「
徐
鹿
卿
日
、
応
鈴
経
術
似
見
　
　
寛
、
決
獄
似
篤
不
疑
、
治
民
似
襲
遂
、
風
采
似
萢
湧
、
理
財
似
劉
嬰
、
　
　
而
正
大
過
之
。
人
以
為
名
言
」
と
あ
る
。
（
2
7
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
二
「
不
談
風
月
」
に
「
余
初
任
為
容
南
法
　
　
橡
。
纏
数
月
、
偶
留
帥
幕
。
族
里
忽
袖
中
出
職
状
｝
紙
界
余
。
余
辞
　
　
以
未
書
一
考
、
不
当
受
。
旗
里
日
、
固
也
。
子
亦
漫
収
之
。
若
書
一
　
　
考
、
而
某
未
以
罪
去
、
則
可
以
放
散
。
不
然
、
亦
柳
見
某
具
一
隻
眼
　
　
耳
」
と
あ
る
。
（
2
8
）
　
『
勉
斎
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
。
（
2
9
）
　
『
桂
故
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
　
一
九
八
六
　
　
年
）
巻
五
に
「
趙
師
恕
、
字
季
仁
。
端
平
初
、
以
朝
請
大
夫
直
換
章
　
　
閣
知
静
江
。
勒
詩
穿
山
、
乃
其
去
官
與
僚
属
別
者
。
…
…
羅
大
経
曾
　
　
従
師
恕
遊
栖
霞
洞
賦
詩
。
師
恕
、
閾
之
長
樂
人
」
と
あ
る
。
（
3
0
）
　
『
宋
両
広
大
郡
守
臣
易
替
考
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）
。
（
3
1
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
四
「
酒
有
和
勤
」
に
「
豚
後
、
官
於
容
南
。
　
　
太
守
王
元
遼
以
白
酒
之
和
者
、
紅
酒
之
勤
者
、
手
自
剤
量
、
合
而
為
　
　
一
。
殺
以
白
灰
一
刀
圭
、
風
韻
頓
奇
。
索
余
作
詩
。
余
為
長
句
云
」
　
　
　
と
あ
る
。
（
3
2
）
　
『
後
村
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
。
（
3
3
）
　
『
鯉
西
叢
載
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
。
（
3
4
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
甲
編
巻
四
「
朱
文
公
詞
」
に
「
後
官
於
容
南
、
節
　
　
推
翁
謂
為
余
言
、
其
所
居
与
文
公
隣
、
嘗
挙
此
詞
問
公
」
と
あ
る
。
（
3
5
）
　
『
玉
楮
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
。
（
3
6
）
　
岳
珂
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
岳
珂
生
平
考
述
」
（
『
文
史
』
第
二
三
　
　
集
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
（
3
7
）
　
「
湖
広
通
志
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
巻
四
三
名
宙
志
に
「
薦
去
疾
、
明
一
統
志
號
北
山
、
朱
子
王「鶴林玉露』著者羅大経に関する再考151
　
　
門
人
、
理
宗
時
知
興
国
軍
、
到
定
本
四
書
於
槍
浪
亭
、
號
興
国
本
」
　
　
と
あ
る
。
（
3
8
）
　
『
平
齋
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
。
（
3
9
）
　
『
江
西
通
志
』
巻
二
一
書
院
の
「
撫
州
府
」
に
「
臨
汝
書
院
、
在
　
　
府
城
西
南
二
里
。
宋
淳
祐
九
年
、
凋
去
疾
提
暴
江
南
西
路
、
以
朱
子
　
　
嘗
臨
是
邦
、
故
立
書
院
祠
之
」
と
あ
る
。
（
4
0
）
　
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
自
序
に
「
臨
汝
書
院
堂
長
黄
景
亮
日
、
鶴
林
　
　
縦
未
通
金
閨
之
籍
、
殆
将
増
玉
露
之
編
乎
。
余
謝
不
敢
当
也
」
と
あ
　
　
る
。
（
4
1
）
　
『
黄
氏
日
抄
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
。
（
4
2
）
　
『
呉
文
正
公
文
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
　
　
一
九
八
六
年
）
。
（
4
3
）
　
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
、
中
華
書
局
、
　
　
二
〇
〇
〇
年
）
。
（
4
4
）
　
『
蒙
齋
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
　
　
六
年
）
。
（
4
5
）
　
『
安
晩
堂
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
。
（
4
6
）
　
「
塙
東
類
稿
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
　
　
八
六
年
）
巻
九
「
践
陸
荘
簡
公
家
伝
」
に
「
蓋
漸
以
西
傑
出
者
、
百
　
　
年
前
後
、
名
監
司
如
趙
季
仁
、
楊
伯
子
、
萢
西
堂
、
胡
石
壁
、
指
不
　
　
多
屈
」
と
あ
る
。
［
補
記
］
　
　
　
旧
作
に
お
い
て
、
羅
大
経
の
父
は
楊
万
里
の
門
人
に
あ
た
る
と
推
　
　
測
し
て
い
る
。
最
近
、
羅
大
経
の
父
の
名
前
を
羅
茂
良
と
明
ら
か
に
　
　
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
さ
ら
に
『
四
部
叢
刊
』
本
楊
万
里
『
誠
斎
集
』
　
　
の
各
巻
の
巻
末
に
「
嘉
定
元
年
春
三
月
男
長
儒
編
定
／
端
平
元
年
夏
　
　
五
月
門
人
羅
茂
良
校
正
」
と
い
う
二
行
の
刊
記
を
見
つ
け
た
。
こ
の
　
刊
記
は
旧
作
の
推
測
が
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
み
な
ら
　
ず
、
羅
茂
良
が
楊
万
里
の
門
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
確
実
不
動
な
　
も
の
と
し
た
。
上
梓
が
間
近
に
迫
り
、
文
中
に
挿
入
す
る
こ
と
が
で
　
き
ず
、
以
上
に
捕
記
す
る
次
第
で
あ
る
。
筆
者
が
悔
い
を
残
さ
ず
、
　
羅
大
経
の
父
に
関
す
る
ま
れ
な
史
料
が
披
露
で
き
る
の
は
、
偏
に
編
　
集
者
と
印
刷
者
の
ご
寛
容
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
　
し
て
、
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
た
い
。
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AReexamination　into　Luo　Dajing’s　Life　Story，　the　Writer　of
Helinツulu
Ruilai　WANG
　Helinblulu　has　great　historical　value　as　a　well－known　sketchbook　of
the　Song　Dynasty．　But　its　writer，　Luo　Dajing’s　life　story　had　rarely
been　recorded；　therefore，　I　published　Alz　exαminαtめπ　into　Luo
D（tjin9’s乙ife　Storツ，仇θVVriter　of　Helinyulu　more　than　twenty　years
ago．　But　many　things　were　not　well　examined　owing　to　the　limitation
of　the　historical　materials　that　could　be　found　at　that　time．　As　an
additional　examination　this　article　mainly　examines　the　period　of　his
official　career　by　using　some　materials　that　have　been　found　recently．
This　article　makes　clear　the　name　of　his　father　which　had　not　been
known，　and　also　examines　Luo　Dajing’s　relatives，　pedigree　and　the
circle　of　his　friends　in　an　all－round　way．　The　examinations　above
should　be　of　some　value　to　study　the　background　materials　of
Helin）ノulu．
《鶴林玉露》著者夢大％生平事迩再考証
王 瑞　来
　　　《鶴林玉露》是宋代有名的宅祀，史料倹値根高。対干生平事迩不洋的
著者多大蜂，等者在20余年前曽笈表M《〈鶴林玉露〉著者野大径生平事迩
考》一文。但圃干所児史料，対件多1司題没有考柾清楚。本文是対上述旧作
的ネト充考柾。主要是利用新笈現的一些史料，対夢大径的任官吋期作了明礁
考証。逐考証出了一宜不清楚的野大径父来的名字。井且，対夢大鐘的楽属，
世系，以及交游都遊行了較殉全面的考証。上述考証，作殉了解《鶴林玉露》
一布的背景資料，有一定的参考倹値。
V
